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（△印は減額）
　　ヨ昭和38年度松代町歳入歳出予算概要

1計総額　1億2、089万4、000円
し131．5％）　　前年度対比　2，898万7，741円

　　　＝歳　　入＝

主要増加額　　（1）市町村民税自然増収額310万9，600円

　　（2）固定資産税増徴額（1・6～2・0）300万1，900円

　　（3）煙草消費税自然増収額90万2，000円

　　＠）その他、町税自然増収額鞠万5，800円

主要増加額
　　（1）昭和37年度第1次決定増加額1，051万円

　　（2）給与改定に伴う増加額2δ0万円

◆普通会計総額
　　し13L5％）

主要増加額
　　（1）財政調整積立金利子収入等19万3，116円

主要増加額
　　（1）土木事業費地元負摂金等　6万5，090円

主要増加額
　　（1）ブルトーザー使用料増収額　70万円

　　（2）その他使用料手数料増収額　9万2，400円

主要増加額
　　（1）教材費並国民年金等増加額　△9万4，190円

主要増減額　　（1）福島林道開発費補助150万円②県会

　　議員選挙委託金21万円　（の貸付和牛購入費補助20

　　万円　＠）季節保育所設置補助5万を，000円　⑤参議

　　院議員選挙費補助△35万円　⑥その他補助金増加

　　額4万2，000円

①市町村税
　2，925万5，950円

　　　　　前年度対比
　　　　　7ろ1万9，3uO円

②地方交付挽

　　　5，918万円

　　　　　前年度対比
　　　　　　1，301万円

③公営企業及財産収入

　　30万3，090円

　　　　　前年度対比
　　　　　19万3，ll6円

④分担金及負担金

　　177万6，690円

　　　　　前年度対比
　　　　　　6万5，090円

⑤便用料及手数料

　　342万5，000円

　　　　　前年度対比
　　　　　79万ち4㈹円
⑥国庫支出金

　　270万9，790円

　　　　　前年度対比
　　　　　　9万4，190円

⑰県支出金

　　263万8，500円

前年度対比
1宙万2，200円

主要増減額　　（1）山平中学校技術家庭科教室増築費寄

　　附金△54万9，0GO円　　②福島林道開発費寄附金

　　94万6，000円　⑧松代中寄宿舎改築費、水道施誠

　　費寄附金等△501万5，170円

主要増加額

　　（1）財政調整積立金1，400万円

　　（2）ブルトーザー原価消却積立金94万7，600円

　（1）松代中学校寄宿舎改築費繰越金△300万円

　（2）水道会計繰出金　△160万8，830円

　（のその他一般財源増額分69万2，210円

（1）森林公団支出金36万3，545円

②国民年金印紙売捌代金　△40万円

前年度対比2，898万7，741円

⑧寄附金

　　247万3，910円

　　　　　前年度対比
　　　　△351万6，170円

⑨繰入金
　】，494万7，600円

　　　　　前年度対比
　　　　1，｛94万7，000円

⑩繰越金

　　233万9，860円

　　　　一前年度対比
　　　　／5帽万1，0卿円

⑪雑収入

　　184万3，610円

　　　　　前年度対比
　　　　　　　　565円

　　　歳入合計　1億1億2，089万4，000円

＝

出
灘
購
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主要経費　　（1）報酬並諸手当所要額128万円　②需用費

　　所要額12万5，100円　（のその他所要額88万400円

主要増減額　　（1）議員報酬改定増加額22万6，900円

　　（2）旅費額改定増加額』12万7，000円

主要経費　　（1）職員給並諸手当所要額1，513万8，04（♪円

　　（2）需用費所要額259万1，060円　　（3）その他所要額

　　舶7万1，190円
主要増減額　　（1）職員給与改定増加額275万δ，295円

　　（2）旅費額改定塘加額24万！，200円　　（3）交際費塘加

　　額が万円　（4）事務改善所要額13万5，00（》円

　　⑤物価値上りによる需用費増加額62万2，511）円

　　（6）臨時雇員2名分増加額19万8，000円　　（7）共済組

　　合負担金減少額△35万5，930円　（紛退職手当組合

　　負担金噌加額30万1，710円

①議会費
　2，285万5，000円

　　　　　前年度対比
　　　　　41万2，210円

②役場費

　　2，270万290円

　　　　　前年度対比
　　　　　390万1，828円

オ



o保健衛生費

　　　150万円
前年度対比・
9万2，550円

1主要経費　　（1）伝染病予防費55万7，000円　②結核予

　防費36万1，000円　（3）環境衛生費44万5，000円

　〔4）予防衛生費13万7，000円
主要新規経費　　（1）シ尿処理費！1万6，000円　②危険

　物処理費4万4，000円

⑧産業経済費
1，339万1，950円

前年度対比
560万3ン065円

主要経費　　α）農業委員会費173万6，7go円　（2）農業改

　良費129万7，480円　（3）蚕業指導費17万9，400円

　④畜産振興費195万7，200円　⑤林業振興費427万
　7，210円　（6）商工振興費17万8，（，0（1円　（7）農業構造

　改善費376万5，870円
主要新規経費

　（1）葉煙草奨励費8万円　②水分検定器購入費補助
　（1台2，000円補助）4万臼、（3）防除機械購入費（20台

　　×2，800円）56万円　色）稚蚕共同飼育費補助12万円

　⑤階段桑園試験地補助（事業費の％補助）1万600円

　（6）屋外条桑育ハウス助成（事業費のlo分ノ3補助）

　1万800円　（7）優良積保留費（10頭分）60万円　（8）和

　牛種付補助（750頭×300円）22万5，000円⑨笹ケ峰

　牧場事業費（積16頭輸送費）2万円　⑩簡易放牧施

　設補助2万円　⑪公団造林海老地区事業（完了4町
　1，600本新規3町1，200本）30万5，7（30円　⑫公団造

　林福島地区事業（完了9町36，000本新規4町16，uO（1

　本）43万5，968円　⑬福島林道事業（地元負担金9万
　5，000円　県補助150万円）300万円　㈹商工会補助

　15万円　⑮ブルトーザーオーバーホール150万円

⑨財産費

　　72万3，9⑯円

　　　　前年度対比　1
　　　　63万4，976円

主要経費　（1）財産（共済保険料等）管理費6！万3，で）00門

’主要増減額　　（エ）旧役場宅地買収費△2δ万円　②歯科

　機械買収費△肪万円　（紛晦有建物水道施談費△9

　万7，GO6円　（4）公営住宅土地買収費5万円

（3）

⑩統計調査費

　　31万1，100円

　前年度対比4・300円
⑪選挙費　　　　　
　120万3，600円　　　i

　　　　前年度対比　1
　　　　　　　　　1　　　　73万4，360円i

主要経費並増城額　（1）県会議員選挙費48万1，⇔｛）0円

　（2）町会議員選挙費詑万4，900円（の農業委員選挙費

　29万8，800円　＠）参議院議員選挙費△4（1万3，240円

③消防費

330万9，100円

’前年度対比
■、28万8ンU附円

④土木費

　1，072万9，000円

前年度対比
173万7，0緬円

⑤教育費

　　2，540万円

　前年度対比
！4邸万7，0（，u円

⑥社会及労仇施設費
　5‘1り万1，1蒲円

前年度対比
　／7万”71円

主要経費
　（1）団員報酬費52万7，100円　②小型ポンプ購入費

　80万円（小貫30万円片桐山35万円東山15万円）
　（3）学校防火水そう2ケ所新設費65万円（清水中小

　45万円その他20万円）④消防道路新設費10万円
　（伊沢小その他）⑤災害住宅見舞金30万円
　（6）その他所要額73万2，000円

主要経費　　（L敷砂利194坪購入費158万8，780円
　（2）道路新設改良費245万2，630円　（3）橋梁新設改良

　費13（3万3，000円　＠）国、県並工事負担金230万円

　⑤災害土木費93万9，950円　（6）除雪対策費60万円

　（のその他所要額148万4，640円

　昭禾036年繰越事業松代中寄宿舎改築費△566万円
主要経費　　（1）教育委員会費443万9，236円　②公民舘

　費107万5，541円　（の青年学級費35万円　（4）小学校

　費1，123万2，970円　⑤中学校費774万7，283円

　⑥その他55万4，970円
主要埆減額並特別経費
　（1）職員給与改定並定期昇給増加額92万8，052円

　（2）小中学校一般需用費増加額100万131円（総額868

　万4，998円）（3）小中学校特別需用費壌加額49万5，

　618円（総額134万9，189円）　④特別事業費238万

　円（山平中学校技術家庭科教室増築費183万円奴
　奈川中学校給食施設費35万円技術教育備品費20万

　円）　⑤ニヒ地買収費15万円

主要経費　　（1）社会福祉費59万4，240円　⑫）児童福祉

　費60万9，550円　（3）住宅費2U万1，900円　④労｛力費

　255万480円　⑤国民年金費161万5，000円

主要増減額
　（1）季節保育所3ケ所分増加所要額39万7，250円

　（2）失対事業噛加所要額△6万2，371円（総額231万
　8，250円）賃金延3，000人（370円）111万円補助率％

　採石35坪購入砂利45坪56万2，00（1円補助率疹

　（3）公営住宅水道施設費△25万円　④国民年金印紙

　購入費△40万円



’

⑤国庫負担金　1，533万1，988円　前年度対比102万3，727円

（6）県支出金　　1，000円　　〃

⑦繰越金　 450万円　〃・72万8，000円
⑧雑収入　5万3，807円　〃　2万5，945円

⑨寄附金　　100円　〃
　歳入合計　　4，357万4，577円　前年度対比184万4，239円
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◆簡易水道会計総額　　277万940円
　　　　　（18．1％）　　前年度対比△1，030万7，240円

　　　　　　＝歳　出＝
（1）簡易水道施設費　　142万5，840円　前年度対比1，064万6，340円

②公債費　81万5，100円　〃　36万6，100円

②公債費

　　378万60円
　　　前年度対比
　　　25万7，662円
⑬諸支出金
2，965万8，280円

　　　前年度対比
　　2，2n万1，0咀円

⑭予備費

　　　30万円
　前年度対比15万円

主要経費　（1）徴税費83万300円　②繰出金（簡易水

　道会計）51万940円　⑧地方振興費2，829万3，9

　40円
　　　　　　　　　　あ主要増減額　（1）松代高校増築費地元負担金9，638

　万5，0（タ0円　②固定資産評価臨時雇2名分27万

　7，30（1円　⑧水道会計繰出金△395万4，870円

　＠）巡査部長庁舎改築地元寄附金△100万円

歳出合計　1億2，089万4，000円　前年度対比2，898万7，741円
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⑧予備i費　　3万円前年度対比2万7・000円
　歳出合計　　227万940円　前年度対比△1，030万7，240円

＝入歳＝

（1）使用料及手数料　　　　　156万円　　前年度対比　81万5，200円

（2）繰入金　51万940円　〃△413万7，510円
（の繰越金　 20万円　〃〈85万2，730円
　歳入合計　　227万940円　前年度対比△1，030万7，240円

ロ
ー
高
校
生
急
増
対
策

　
　
　
　
　
　
　
校
舎
新
設

一
、
建
築
予
定
位
置

　
　
現
在
の
正
面
玄
関
前
、
体
育
舘
と

　
　
並
行
し
て
建
築

二
、
建
物
の
規
模

　
1
、
主
体
建
物
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

　
　
　
ト
造
三
階
建
一
〇
間
×
二
〇
間

　
　
　
　
一
階
、
一
九
二
、
五
〇
坪

　
　
　
二
階
、
二
〇
〇
坪

　
　
　
三
階
、
二
〇
〇
坪

　
　
　
ペ
ン
ト
ハ
ヴ
ス
、
一
三
、
七
五
坪

　
　
　
・
延
、
六
〇
六
、
二
五
坪

　
2
、
渡
廊
下

　
　
　
体
育
舘
に
接
続
（
鉄
筋
コ
ン
ク

　
　
　
リ
ー
ト
造
》
一
六
、
五
〇
坪

　
　
　
在
来
校
舎
に
接
続
（
木
造
）

　
　
　
三
三
坪

　
3
、
合
計
坪
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鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　
　
　
　
　
六
二
二
、
七
五
坪

　
　
　
木
造
三
三
坪

、
三
、
予
算
概
要

　
◎
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
、
六
二

　
　
二
、
七
五
坪
（
坪
単
価
七
五
、
○
O

　
　
O
円
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六
七
〇
万
六
〇
〇
〇
円

　
◎
附
帯
設
備
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事

の
概
要
ー
口
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〇
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〇
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、
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万
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費
負
担
三
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七
万
九
、

　
　
O
O
O
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（
町
負
担
四
〇
％
、
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六
、
三
八
万
五
、
O
O
O
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四
、
地
元
負
祖
金
財
源
引
当
額

　
1
、
町
税
七
三
〇
万
円

　
　
の
固
定
資
産
税
増
微
分
二
八
○
万

　
　
　
円

　
　
口
市
町
村
民
税
、
煙
草
消
費
税
等

　
　
　
自
然
増
四
五
〇
万
円

　
2
、
財
政
調
整
積
立
金
一
、
四
〇
〇

　
　
　
万
円

　
　
日
昭
和
三
六
年
度
積
立
金
二
〇
〇

　
　
　
万
円

　
　
口
昭
和
三
七
年
度
横
立
金
一
、
二

　
　
　
〇
〇
万
円

　
3
、
そ
の
他
一
般
財
源
五
じ
八
万
五

　
　
　
、
O
O
O
円
（
地
方
交
付
税
そ

　
　
　
の
他
一
般
財
源
）

　
合
計
　
二
、
六
三
八
万
五
、
O
O
O
円

モ
ー
β
毯燈
＼

　
　
　
　
　
／
ズ
台

活
躍
す
る
畜
産
研
究
グ
ル
ー
プ

　
和
牛
の
生
産
を
計
り
農
業
収
入
を
増

そ
う
と
熱
心
に
研
究
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
が
あ
り
ま
す
の
で
御
招
介
い
た
し
ま

す
。　
こ
の
会
は
蓬
平
和
牛
生
産
育
成
研
究

会
（
会
長
　
若
井
利
作
）
氏
で
三
十
六
年

三
月
国
有
貸
付
牛
を
借
受
け
た
二
十
名

で
組
織
さ
れ
、
優
良
和
牛
の
育
成
生
産

を
な
し
地
域
和
牛
の
資
質
の
向
上
を
図

る
と
共
に
農
業
経
営
の
向
上
に
資
す
る

を
目
的
と
し
て
結
成
さ
れ
た
の
で
す
。

　
こ
の
貸
付
牛
は
国
が
寒
冷
地
等
目
然

条
件
に
恵
ま
れ
ず
経
済
的
に
遅
れ
た
地

域
に
家
畜
の
飼
料
の
大
部
分
を
自
然
す

＼

る
合
埋
的
な
有
畜
営
農
の
普
及
を
図
る

た
め
に
仔
牛
一
頭
を
五
ケ
年
間
貸
付
け

生
産
さ
れ
た
雌
牛
一
頭
を
返
納
す
る
事

に
よ
り
無
償
譲
渡
す
る
も
の
で
二
十
頭

一
組
で
一
部
落
に
飼
育
さ
れ
る
事
か
条

件
に
な
っ
て
お
り
蓬
平
部
落
が
適
格
と

さ
れ
三
十
五
年
度
貸
付
牛
と
し
て
貸
付

け
ら
れ
た
の
で
す
。

　
当
時
蓬
平
部
落
は
農
家
戸
数
七
十
九

戸
、
和
牛
飼
育
戸
数
四
十
九
戸
、
和
牛

頭
数
四
十
九
頭
、
普
及
率
六
十
三
％
、

一
戸
当
り
頭
数
O
．
六
頭
で
あ
り
ま
し
た

又
畜
産
以
外
稲
作
、
養
蚕
、
野
菜
等
、

町
内
で
も
屈
指
の
生
産
を
挙
げ
て
お
り

ま
し
た
が
畜
産
を
取
入
れ
た
農
家
経
営

を
す
べ
く
若
井
利
作
氏
を
中
心
に
熱
心

に
部
落
内
の
説
得
と
関
係
機
関
え
の
彷

き
か
け
に
よ
り
決
定
さ
れ
春
早
く
、
鳥

取
県
よ
り
導
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
以
来
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
地
味
地
な
努

力
と
実
行
力
に
よ
り
育
成
に
励
げ
み
、

そ
の
成
果
と
し
て
現
在
和
牛
飼
育
戸
数

五
十
八
戸
、
和
牛
頭
数
六
十
九
頭
、
普

及
率
七
十
四
％
、
一
戸
当
り
頭
数
O
．
九

頭
と
な
り
貸
付
牛
の
内
一
二
頭
が
妊
娠

し
て
お
り
三
月
末
に
は
第
一
号
が
分
娩

予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
又
昨
秋
登
録
検
査
に
五
頭
受
検
し
全

頭
七
十
六
点
以
上
に
合
格
し
中
で
も
小

堺
弘
氏
の
〃
し
ず
え
号
ヴ
は
三
十
七
年

度
町
和
牛
共
進
会
で
一
等
に
入
償
し
、

登
録
点
数
七
十
七
点
三
八
と
町
内
和
牛

の
最
高
点
を
獲
得
し
和
牛
番
付
の
東
横

綱
に
位
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
成
果
を
な
し
た
蔭
に
は
会
員

相
亙
に
よ
る
研
究
心
が
旺
盛
で
指
導
機

関
と
の
協
調
に
よ
り
、
畜
舎
の
改
善
、

飼
料
作
物
の
栽
倍
、
飼
料
計
画
の
樹
立

削
蹄
、
無
皿
去
努
の
実
施
、
講
演
会
、

座
談
会
の
開
催
、
共
進
会
、
共
励
会
等

え
の
出
品
参
加
、
及
び
見
学
等
々
、
又

家
畜
衛
生
検
査
、
健
康
検
査
等
え
の
協

力
等
誠
に
生
筆
に
代
え
な
い
努
力
と
団

結
力
の
賜
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
来
年
中
に
全
頭
国
え
の
返
納
を
終
り

愈
々
自
巳
の
牛
と
し
て
農
業
経
営
の
向

上
に
寄
与
す
る
も
の
と
信
じ
て
お
る
と

共
に
そ
の
日
が
一
日
も
早
く
く
る
事
を

念
じ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
林
）
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狂
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抗
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し
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雪
け
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て
つ
～
降
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ぬ
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ま
だ
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檜
の
こ
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を
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に
ぽ
か
し
て

雪
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に
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、
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く
日
は
没
ち
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は

や
片
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に
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夜
の
伽
を
あ
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す
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も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
仲
子

ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
の
バ
タ
ー
な
ど
弱

き
母
へ
と
夫
買
い
求
む

贈
ら
れ
し
夫
婦
茶
わ
ん
に
お
茶
つ
ぎ
て

夫
と
語
れ
り
雪
降
る
夜
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
岸
千
鶴
子

庭
に
立
つ
わ
れ
に
樹
林
の
せ
ま
る
ご
と

現
わ
れ
て
消
ゆ
夜
の
い
な
ず
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
ア
イ
子

皿
の
上
に
盛
り
つ
け
し
密
柑
の
皿
に
は

色
美
し
と
思
う
そ
の
オ
レ
ン
ジ
の
肌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
恵
子

枯
枝
を
飾
る
如
く
に
雪
の
垂
れ
時
々
落

つ
る
風
な
し
に
し
て

’
》
肇
》
し
1
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選
挙
権
を
得
て

（
旭
堂
旅
館
で
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
谷
コ
メ

炬
燵
よ
り
み
い
し
つ
ら
』
は
寒
々
と
映

え
て
み
え
た
り
正
月
の
月
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
潟
東
凶

隣
家
の
軒
に
落
る
か
雨
だ
れ
の
冷
た
く

き
こ
え
冬
の
夜
更
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
芳
平

縦
横
に
舞
ひ
飛
ぶ
吹
雪
に
抗
し
か
ね
息

殺
し
ざ
ま
じ
っ
と
動
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
達
雄

登
校
に
雪
を
踏
み
ゆ
く
我
が
後
で
あ
ざ

む
き
笑
う
友
も
あ
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
ア
イ
子

美
し
き
を
み
な
二
人
に
会
ひ
し
道
伸
び

た
る
パ
ー
マ
を
そ
っ
と
撫
で
や
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
雅
義

初
恋
は
み
そ
か
の
夜
に
き
え
ゆ
き
ぬ
神

社
の
灯
見
つ
x
我
は
ひ
ざ
ま
ず
く

軒
灯
に
う
つ
ろ
う
も
の
は
粉
雪
と
た
N

ず
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・
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厨
o
亀
・
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ロ
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◎
、
■
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o
o
、
鱒
．
ー
鱈
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b
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■
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（
長
命
寺
で
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤
文
雄

浪
曲
ド
ラ
マ
み
む
と
昼
よ
り
口
に
し
つ

、
母
よ
今
宥
も
は
や
う
た
た
ね
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
祖
道

し
ば
ら
く
は
続
く
日
和
か
夕
茜
ま
と
も

に
う
け
て
雪
蹴
り
帰
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
ア
イ
子

雪
ダ
ル
マ
に
つ
け
し
コ
ス
キ
を
忘
れ
し

と
吾
子
は
箸
置
き
夜
の
外
へ
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
芳
平

山
鳴
紅
は
真
北
に
あ
り
て
雪
深
き
魚
沼

峠
に
月
の
ぽ
り
そ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
山
岸
千
鶴
子

老
い
父
の
背
あ
た
x
む
と
内
職
間
を
屑

毛
糸
つ
な
ぎ
胴
着
編
む
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤
文
雄

ど
よ
め
き
の
中
に
行
司
が
名
乗
り
あ
ぐ

〃
豊
山
〃
と
ぞ
そ
の
ひ
父
き
よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
喜
佐
子

小
包
を
出
せ
ば
少
し
富
み
し
心
と
な
り

明
る
き
路
選
び
て
帰
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
仲
子

受
験
す
る
子
の
身
仕
度
に
買
い
歩
き
つ

か
れ
た
と
言
ひ
笑
う
母
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
祖
道

渋
海
川
川
幅
せ
ま
く
流
れ
い
て
早
瀬
に

雪
は
き
り
こ
み
止
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
雅
義

ね
こ
ろ
ん
で
足
を
日
な
た
に
投
げ
出
し

て
秋
の
日
に
読
む
「
静
か
な
る
ド
ン
」

　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＄

　
歌
誌
さ
わ
ら
び
第
三
号
（
春
季
号
）

は
四
月
中
旬
発
行
す
る
予
定
、

張
会
人
と
し
て
・
周
囲
の
人
々
か
ら
認
め

主
載
舞
酷
鶴
灘
触
机
嬬

φ
初
め
て
の
塞
簑
が
人
窪
淳
る

　
　
　
新
し
い
一
つ
の
契
機
と
し
て
印
象
深
い

年
も
の
で
あ
り
ま
し
た
・
そ
の
時
の
一
票

青
騨
忌
噸
発
欝
蕪
蕊
ゆ

　
私
は
去
年
成
人
式
を
絡
っ
た
者
で
す

法
律
的
に
私
は
、
一
個
の
独
立
し
た
人

間
と
し
て
、
ひ
と
り
歩
き
の
で
き
る
社

い
票
で
あ
っ
た
か
否
か
、
自
信
も
碓
信

も
正
当
な
社
会
人
と
し
て
の
判
断
力
も
「

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
一

　
今
年
は
県
議
、
町
議
選
と
地
方
選
挙
一

が
雪
消
え
と
共
に
始
ま
り
ま
す
が
、
身

｝こ
の
町
で
は
部
落
推
薦
に
よ
る
候
補
者

が
ほ
と
ん
ど
で
、
し
か
も
小
さ
い
部
落

繍
難
蕊
籔
鷲
灘
端
醸
麟
灘
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
を
－
～
～
季
垂
）
）
そ
｝
夙
ξ
許

で
は
二
つ
か
三
つ
合
同
で
一
人
の
候
補
「
民
主
的
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

老
を
立
て
N
、
そ
の
立
候
補
は
部
落
順
“
わ
町
の
封
建
的
な
考
え
方
や
古
い
生

番
制
の
よ
う
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
一
活
意
識
は
影
を
薄
く
す
る
と
思
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
は
こ
う
す
る
と
そ
の
部
落
に
町
会
議
、
町
議
選
も
こ
の
部
落
推
薦
制
を
も
っ
と

「
員
と
し
て
適
当
な
人
が
い
な
く
て
も
、
考
え
改
め
、
立
候
補
者
全
員
の
考
え
方

…
又
小
さ
い
部
落
で
い
か
に
優
秀
な
人
が
．
や
、
ど
う
い
う
人
か
と
い
う
こ
と
が
判

・
い
て
立
候
補
し
て
も
当
選
で
き
な
い
錫

合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
匹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
て
当
選
し
た
議
員
は
、
自
分
の
部
落
一

を
主
と
し
た
行
政
を
行
い
町
全
体
の
合
｝

理
的
な
政
治
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
㎜

で
し
よ
う
か
。
部
落
の
た
め
に
当
選
し
一

た
か
ら
と
い
う
一
種
の
義
埋
的
な
意
識
』

は
当
然
起
り
ま
す
。
こ
れ
で
は
い
つ
ま
【

て
お
り
　
こ
れ
が
町
議
選
に
多
少
影
響

し
て
い
る
の
だ
と
思
い
選
挙
の
方
法
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る

断
で
き
る
様
な
方
法
を
と
っ
て
、
本
当

に
適
任
者
を
目
由
に
選
ぶ
事
の
出
来
る

選
挙
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す

私
の
よ
う
な
ま
だ
／
＼
末
熟
な
者
の
考

え
は
社
会
人
と
し
て
の
経
験
豊
か
な
人

に
す
れ
ば
、
一
笑
事
で
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
新
し
く
選
挙
権
を
得
た
一
青
年

と
し
て
感
想
を
の
べ
ま
し
た
。

）

齢ず　隔


